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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

共助社会づくり課
担当名: 活動支援担当

内線: 2819 (単位：千円)
会計

P14 共生ＳＤＧｓ地域応援事業費 一般会
計

総務費 県民費
項

県民活動推進
費

共助による地域のきずなづくり推進費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 4年度～ 根 拠
法 令

なし

款

針路 08
令和 8年度 分野施策 0806

１　事業概要 ５　事業説明
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　共に助け合い誰一人取り残さない社会を実現するため
ＮＰＯ、企業、団体など多様な主体の地域貢献意識の向
上を図るとともに、多様な主体による連携を促し、地域
課題の解決を促進する。

　ア　共生ＳＤＧｓネットワーク構築　　　404千円
　イ　多様な主体による協働の創出　　　1,425千円

（１）事業内容
　　ア　共生ＳＤＧｓネットワーク構築　　　　　   　 404千円
　　　　企業等の地域貢献の取組を県ＨＰ、ＳＮＳで発信し、県内企業等の地域貢献活動への意欲や関心を高める
　　　とともに、ＮＰＯ法人等が企業等の活動について情報収集できる環境を整備する。
　　イ　多様な主体による協働の創出　　　　　　　　1,425千円
　　　　彩の国市民活動サポートセンター等と連携し、企業等とＮＰＯ法人等のマッチングの機会を創出し、
　　　多様な主体の連携による協働や地域課題の解決を支援する。

（２）事業計画
　　ア　共生ＳＤＧｓネットワーク構築
　　 (ｱ)　企業等のＣＳＲ・社会貢献活動の取組を県ＨＰやＳＮＳで発信
　　 (ｲ)　優秀な取組を行う企業等を表彰
　　イ　多様な主体による協働の創出
　　 (ｱ)　地域課題解決型ワークショップの開催(7回(うち3回は交流会、4回は個別ワークショップ))

（３）事業効果
　　　・社会貢献意識や活動意欲の向上を図るとともに、連携を希望するＮＰＯ法人等が情報を得やすい環境を
　　　　整備する。
　　　・企業等やＮＰＯ法人等との連携、協働により、地域課題の解決を図る。
　　　【活動指標(アウトプット)】県ＨＰへの掲載数　15企業、団体、協働事例の件数　15件
      【成果指標(アウトカム)】企業等やＮＰＯ法人等多様な主体の連携による地域課題・社会課題の解決

（４）県民・民間活力・職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　彩の国市民活動サポートセンターと連携し、事業を実施する。

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.5人＝14,250千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 1,829

前年額 1,146 1,146

― 県民生活部 14 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

1,829 683

多様な主体による地域社会づくり



 

事業名

単位事業名 予算額 404千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 404 35

合計 404 35

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 111 0 審査会委員謝金 4人分

旅費 33 0 共生ＳＤＧｓネットワーク構築調査旅費

需用費 195 35 表彰式開催事務準備費

役務費 65 0 県内企業等への案内チラシ送付

合計 404 35

事業内訳書

共生ＳＤＧｓ地域応援事業費

共生ＳＤＧｓネットワーク構築

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 1,425千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,425 648

合計 1,425 648

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 840 480 ワークショップファシリテーター謝金

旅費 95 0 ワークショップ企画打合せ

需用費 140 0 ワークショップ開催準備事務費

使用料及び賃借料 350 168 ワークショップ会場使用料 3回分

合計 1,425 648

多様な主体による協働の創出

主な内容

主な内容


